
飛騨市地域おこし協力隊員 

（学校作業療法室を中心とした人生丸ごと作業療法プロジェクト） 

募集要領 

 

１.業務概要 特定非営利活動法人はびりす（以下、「受入事業者」という。）と飛騨市が共同で学

校作業療法室を推進することに加え、どの人生ステージにおいても作業療法の支援が

届く体制づくりプロジェクト（「学校作業療法を中心とした人生丸ごと作業療法プロ

ジェクト」）を実施するにあたり、このプロジェクトに取り組める作業療法士を地域お

こし協力隊として募集します。 

 

［プロジェクト概要］ 

飛騨市ではすべての小中学校に保健室があるようにすべての小中学校に「作業療法

室」を設置しています。すべてのこどもたちが困りごとを自分の力で乗り越え、のび

のびと学校生活営み、生きる力を得て成長していけるよう、こどもから教員、保護者

まで学校すべてに、作業療法士が関わっています。人の身体・心・社会面の全般に関

われる職能を持つ作業療法士がその専門性を活かして黒子として学校をサポ—トし

ています。 

今後は、飛騨市内の学校作業療法室の更なる充実、学校作業療法のできる作業療法

士の育成・確保、また大学等と連携した取組の効果検証、全国各地への普及推進と学

校作業療法に興味関心をもたれる全国各地の関係機関や専門職とのネットワークづ

くりを進めていく段階にきており、一層の推進を図っていこうと思っています。 

この学校作業療法を中核プロジェクトとしながらも、飛騨市では世代や属性の枠を

設けない相談窓口「地域生活安心支援センターふらっと」を設置しており、市民の様々

なお困りごとや生きづらさの相談に専門的対応として作業療法士による相談支援を

実施しています。この専門的対応をベースに、大人の生きづらさを子どものうちから、

ひいては生まれる前から予防していく取り組み（保育園作業療法や乳児の身体調和支

援など）も展開しています。これらは学校での生活のしづらさを軽減していく学校作

業療法の前段からの作業療法アプローチです。また、学校卒業後も個別の成長に合わ

せた大人の療育活動としての「飛騨市独自の「就労継続支援 C 型サービス」、就労前

段階での心身の整えやセルフでの整え継続援助となる「パワーふらっと」などにも作

業療法アプローチにより取り組んでいます。 

本プロジェクトは学校を中心にその前後もすべて作業療法アプローチで関わり続

ける「人生丸ごと作業療法」のまちづくりを進めるものです。こうした取組みを実施

できる力のある作業療法士を隊員として雇用する事業者と飛騨市及び飛騨市教育委

員会が連携し、市民のウェルビーイングを目指して作業療法支援による支援の普及・

推進に取り組むプロジェクトとなります。 

 

２.募集対象 下記の要件の全てを満たす方  

(1)  作業療法士の国家資格を有する方で、学校での作業療法や社会作業療法の実践

に強い関心を持ち、意欲のある方。 

(2) 任用の日において、満 20 歳以上 35 歳以下（性別不問） 

(3) 現在、三大都市圏をはじめとする都市地域等（※）に在住している方で、飛騨市

へ生活拠点を移し、住民票を異動できる方 

(4)  普通自動車免許を所持し、実際に運転のできる方（AT 限定も可） 

(5)  日常的にパソコンを使用し、ワード及びエクセル等のスムーズな利活用のほか 

電子メール等情報の受発信、SNS（facebook,Instagram 等）の操作ができる方 

(6) 心身共に健康で、プロジェクトの遂行等について、地域住民、飛騨市及び受入事



業者と協調して積極的に行動できる方 

(7)  地域の特性や風習などを尊重し、地域住民、地域内外の関係者と積極的にコミュ

ニケーションを図ることができる方 

(8) 地域おこし協力隊としての活動期間終了後も、飛騨市に定住し就業しようとい

う意欲のある方 

(9)  業務概要・趣旨に基づき、自らの意思による提案・企画・活動を行う意欲を持っ

ている方 

(10) 休日・祝日の行事参加や、夜間の会議出席など、不規則な業務体系に対応でき

る方 

※総務省が定める条件不利地域以外の地域（現在お住いの住所が該当するかどうか不

明な場合は事前にお問い合わせください。） 

３.募集人数 

  ※着任日別 

① 令和８年度１月～２月の間の着任者１名 ※令和８年度予算枠 

② 令和９年度４月１日（次年度着任日は４月１日以降となる場合も相談に応じま

す。）着任者２名 ※令和９年度予算枠 

 

① ②どちらかの枠に応募ください。各枠ごとに選考します。 

４.待遇 隊員の身分・福利厚生等について 

⚫ 隊員は、受入事業者が雇用し、市長が地域おこし協力隊員に委嘱します。 

⚫ 受入事業者が社会保険等（健康保険、厚生年金保険、雇用保険）に加入します。 

⚫ 活動に必要な経費（住居費（敷金及び礼金を除く）、活動車両費（燃料費、駐車

場借上料を含む）など）については、年額 200 万円の範囲で、受入事業者によ

り負担、又は受入事業者から隊員に支給など市から受入事業者への委託料の中か

ら負担します。 

⚫ 活動に必要な経費は、飛騨市の基準に基づき、受入事業者と市の個別契約におい

て別途定めるものとします。（詳しくはお問い合せください） 

⚫ 任期終了後の定住サポートは別途お問い合わせください。 

活動の対象とならない経費について 

⚫ 飛騨市までの交通費（面接時含む）、引っ越しに必要な経費 

⚫ 住居にかかる光熱水費、電話等通信費 

⚫ 活動期間中の生活費及び生活に必要なもの 

⚫ その他業務に直接関係しない諸経費 

５.勤務時間及び日数 勤務時間及び日数は 7.75 時間を１日と換算し、「飛騨市職員の勤務時間、休暇等に関

する条例」及び「飛騨市の休日を定める条例」により算出した市職員の当該月の勤務

日の日数を基準に受入事業者と協議して定めます。 

６.委嘱期間 ⚫ 地域おこし協力隊設置要綱に基づき受入事業者と委託契約を締結します。 

⚫ 委嘱期間は１年以内とし、最長２年まで延長することができます。 

７.賃金・賞与等 月額 291,000 円  賞与年額 0 円 

活動に必要な経費相当額 年額 2,000 千円（※年度途中からの採用の場合は月割等

により計算します。） 

８.募集期間 令和 8 年 1１月６日（金）から 11 月 20 日（金）まで ※2 週間 

９.選考の流れ 選考者 

・選考は、受入事業者が行います。 

・飛騨市は応募から応募受付、応募者への選考に係る各種通知その他すべての関係

事務手続きを行います。 

応募方法 

⚫ 指定応募用紙に必要事項を漏れなく記入し、所定の場所へ送付してください。 

 ※応募枠が２枠（本要領３項①②）あるため、どちらの枠に応募するか明確

にしてください。 

⚫ 応募用紙の記入については、手書き、PC 使用のどちらでも構いません。 



選考方法 

⚫ 選考は第一次審査（書類審査）と第二次審査（面接(WEB 面接も可)※必要に応

じて可能な方には短期インターンシップを行う場合もあります。）により行いま

す。 

⚫ 第一次審査合格者には文書にて通知します。 

⚫ 第二次審査は第一次審査合格者のうち、申し込みのあった者から順に随時行う

こととします（日程は応相談。３日～１か月程度の間を目安に実施します。）。 

隊員の決定 

⚫ 第二次審査を経て選考により飛騨市地域おこし協力隊候補者を決定します。 

 ※２枠の応募枠ごとに決定します 

11.お問い合わせ先 

（応募用紙提出先） 

飛騨市役所 市民福祉部 総合福祉課  

〒509-4221 岐阜県飛騨市古川町若宮 2 丁目１-60 

☎ 0577-73-7483 ✉ anshin@city.hida.lg.jp 

 ※上表３項の②令和９年度着任枠に応募される方、上表４項、７項の金額については、３月市議会定例会での予算案の

議決を持って決定されます。 

本予算案が成立しない場合は、本業務自体が執行できないこともありますのであらかじめご留意ください。 

 


